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2025 年 11 月 23 日（日）
決勝

天候：晴れ　路面：ドライ

#38　阪口 晴南
第 10 戦 :11 位　第 12 戦：７位

#39　大湯 都史樹
第 10 戦：８位　第 12 戦：リタイア

　2025 年の全日本スーパーフォーミュラ選手権は、11

月 22 日（土）に行われた公式予選、そして第 11 戦の決

勝レースを経て、いよいよ今季のラストとなる第 10 戦／第

12 戦の決勝日を迎えた。一日に決勝２レースという変則的

なスケジュールで、ふたつのレースの間のインターバルもそ

　１大会３レースというスケジュールで行われているこの週

末は、11 月 23 日（日）午後の第 12 戦の公式予選を 11

月 22 日（土）に行った。

　SANKI VERTEX PARTNERS CERUMO・INGING は、

午前 10 時 05 分からスタートした公式予選 Q1 のＡ組に

大湯が出走した。第 10 戦の公式予選でも Q2 進出はならず、

走行初日から苦戦を強いられていた大湯だが、第 11 戦の公

式予選からのインターバルも短く、大きな修正ができたわけ

ではなかった。１分 37 秒 014 というタイムを記録するも、

結果は７番手。この第 12 戦でも Q2 進出はならず、グリッ

ドは 13 番手となった。

「ずっといっぱいいっぱいで走っている状況ですし、ドライ

ビングでコンマ１秒を上げるのは至難の業です。トップとは

１秒近く差があったので、深刻ですね」と大湯。

　続く Q1 のＢ組に出走したのは阪口。「第 11 戦では思わ

ぬ落とし穴にはまってしまっていましたが、その点は１時間

ほどしかなかったものの、修正することができました。チー

ム力の向上を感じることができました」と１分 36 秒 984

を記録。ギリギリで Q2 進出を果たす６番手につけること

に成功した。

れほど長いわけではない。SANKI VERTEX PARTNERS 

CERUMO・INGING にとってもチャレンジングな一日だが、

阪口晴南、大湯都史樹のふたりは苦戦を強いられた第 11 戦

からの逆襲を目指すべく、３万 6000 人という多くのファ

ンが訪れた 11 月 23 日（日）に臨んだ。

　午前 10 時 40 分からスタートした公式予選 Q2 は、

SANKI VERTEX PARTNERS CERUMO・INGING から

は阪口が出走。３周目に１分 36 秒 674 を記録。10 番手

につけることになった。

　第 11 戦の公式予選では、２台がともに Q2 進出はならず、

悔しい公式予選となった SANKI VERTEX PARTNERS 

CERUMO・INGING だが、走行初日から続く苦境からは少

しずつ脱却しつつあることを感じさせた第 12 戦の公式予選

となった。

Round.10 / 12　SUZUKA
第10戦／第12戦　鈴鹿サーキット

公式予選QUALIFY 11 月 22 日（土）　10:05 〜 10:47　天候：晴れ　路面：ドライ
ベストタイム　#38　阪口晴南　1'36.674 ／ #39　大湯都史樹　1'37.014
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11 月 23 日（日）　09:50 〜 10:26　天候：晴れ　路面：ドライ
ベストタイム　#38　阪口晴南　1'40.964（3L) ／ #39　大湯都史樹　1'40.598（3L）第10 戦決勝ROUND.10

　公式予選、第 11 戦の決勝レースから一夜明けた 11 月

23 日（日）、鈴鹿サーキットは朝から快晴に恵まれた。午

前９時 50 分からスタートした第 10 戦の決勝は、気温 16

度／路面温度 20 度というコンディションで迎えた。

　この第 10 戦決勝は、10 月 12 日（日）に富士スピード

ウェイで濃霧のため中止となったレースの順延として開催さ

れるもの。グリッドは富士で行われた公式予選の結果が採用

されており、大湯は８番手から、阪口は 11 番手からスター

トすることになった。

　そんな第 10 戦のスタート前には、阪口車にエンジントラ

ブルが発生していたものの、グリッド上でメカニックたちが

対応。阪口はフォーメーションラップに出ることができた。

　迎えたスタートでは、大湯、阪口とも好発進をみせるもの

の、阪口はスタート直後のポジションどりのなかでひとつ順

位を落とすことに。大湯は８番手、阪口は 12 番手でオープ

ニングラップを終えることになった。

　前日の第 11 戦では、序盤ポイント圏内を守っていたもの

の、レース後半に少しずつポジションを落としてしまってい

た大湯だが、チームが前夜から取り組んできた対策が功を奏

したか、序盤 #8 福住仁嶺の攻勢をしのぐと、７番手の #1 

坪井翔を追いながらレースを進めていった。

　一方の阪口は、#28 小高一斗を追っていく序盤戦。後方

からは #50 小出峻が迫ってくるなか、４周目に Astemo

シケインからメインストレートにかけて、#28 小高、#50 

小出とスリーワイドのバトルを展開。この戦いを制した阪口

が 11 番手に浮上することになった。

　レース中盤、８番手の大湯は #1 坪井を、11 番手の阪口

は #14 大嶋を激しく追いながら僅差の戦いを続けていくこ

とになった。

　この第 10 戦は短い 19 周という

レース距離、またタイヤ交換がない

ことから、コース上でのバトルがす

べてとなったが、大湯、阪口ともひ

とつ前のポジションをうかがうもの

の、オーバーテイクができる決め手

がないままレース終盤を迎えていく

ことになった。

　結果的に 19 周の決勝レースはセ

ーフティカーランの出動等もなく、

スピード勝負で決した。

　SANKI VERTEX PARTNERS 

CERUMO・INGING の２台は、大

湯は #1 坪井、#8 福住との膠着し

たバトルのまま８位でフィニッシ
ュ。ポイント獲得を果たした。一方の阪口は、レース後半

#12 三宅淳詞に迫られる展開になったものの、ポジション

を守り切り 11 位に。惜しくも入賞圏内には届かなかった。

　表彰台争いに迫るような圧倒的なペースが見出せたわけで

はないが、それでも上位での戦いのなかで最後までペースを

保つことができ、第 11 戦までの不調から脱するきっかけは

できた。午後の第 12 戦に繋がる第 10 戦となった。
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11 月 23 日（日）　14:30 〜 15:31　天候：晴れ　路面：ドライ
ベストタイム　#38　阪口晴南　1'40.814（13L) ／ #39　大湯都史樹　1'41.519（5L）第12 戦決勝ROUND.12

　第 10 戦の決勝レースから、約３時間半のインターバルで

迎えた第 12 戦の決勝。いよいよ今シーズンのラストレース

だ。SANKI VERTEX PARTNERS CERUMO・INGINGは、

阪口が 10 番手、大湯が 13 番手からスタートした。

　気温 17 度／路面温度 28 度というコンディションのも

と、午後２時 30 分から始まった第 12 戦は、阪口、大湯

ともに事前にひとつの目標を語っていたレース。それは、

Kids com Team KCMG の #7 小林可夢偉、#8 福住仁

嶺の２台の前でゴールするということ。チームランキング

で SANKI VERTEX PARTNERS CERUMO・INGING は

Kids com Team KCMG と僅差の争いを繰り広げており、

ランキング５位がかかっていた。チームランキングは、翌年

のピット位置にも関わってくる。阪口、大湯ともに１ポイン

トでも多い得点を獲得することを目指した。

　そんなレースだが、スタートでは大湯が 13 番手をキープ

したものの、ここまで２レースでスタートをしっかり決めて

いた阪口はわずかに遅れ、16 番手につけることになった。

　今回の第 12 戦は、ファイナルラップまでの間に１回の

ピットストップを行わなければならないが、大湯は序盤、

#37 サッシャ・フェネストラズと１コーナーで激しい競り

合いをみせ、わずかに接触しコースアウトするシーンも。こ

の接触の影響も考慮し、まず大湯は 2 周でピットインし、

アンダーカットを狙う作戦で追い上げを期した。

　大湯は早めにピットインを行った組のなかでも好位置につ

けレース中盤を迎えていくことになったが、そんな大湯にま

さかの展開が訪れた。10 周目、Astemo シケインで後方

から迫ってきた #29 野中誠太が並びかけてきた。大湯もデ

ィフェンスをみせたが、立ち上がりで２台は接触。#29 野

中の車両が乗り上げてきてしまった。

　これで大湯の今季最終戦はリタイ

アという結果となってしまい、レー

スはセーフティカーランとなった。

　逆に、このタイミングを活かしピ

ットインを行ったのが阪口。15 周

目のリスタート後、阪口は好ペース

で戦い 17 周目に #50 小出峻をか

わすと、22 周目には #1 坪井翔も

オーバーテイク。６番手を走る #8 

福住を追っていった。

　ただ、レース終盤なかなか阪口と

#8 福住のギャップは縮まることは

なく、阪口は７位でフィニッシュし

今シーズン最終戦を終えることにな

った。
　この結果、2025 年のランキングでは、阪口は 10 位、

大湯は 12 位で終えることになった。SANKI VERTEX 

PARTNERS CERUMO・INGING は、チームランキング

で 6 位という結果となった。

　2025 年の全日本スーパーフォーミュラ選手権は、これ

ですべてのレースを終え、オフシーズンを迎える。チームは

2026 年、さらなる上位を目指していく。
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ドライバー／監督コメント

38　阪口 晴南　SENA SAKAGUCHI

39　大湯 都史樹　TOSHIKI OYU

立川 祐路 監督　YUJI TACHIKAWA

COMMENTS

「第 10 戦はペースも厳しく、追い上げることもできず悔しいレースになりました。

スタートは良かったのに、場所取りも悪く順位を上げられず、うまくいかないレース

になってしまいましたね。第 12 戦はスタートの自信はあったのに、大きく遅れて

しまって。ただセーフティカーのタイミングでのピットインで良い位置に送り出して

くれました。レース後半は自分でも驚くくらい良いペースがあり、何台もオーバーテ

イクできたので、今季いちばん良いスティントになったと思います。最終的に福住選

手をとらえられなかったのは悔しいですが、クルマがすごく元気に走ってくれたので

チームの皆さんに感謝しています。充実した一年の締めくくりになりました」

「第 10 戦は前日よりも良くなっていましたし、ニュータイヤを履いていた恩恵もあっ

たと思いますが、戦える感触があったのは良かったです。ただ第 12 戦は悔しいレー

スになってしまいました。レースなので接触は仕方ないですが、リタイアでデータが

残らなかったことが残念です。また接触がなければそこそこの位置にいけた自信はあ

りました。今季は予選が良くても、決勝が苦しい展開が多かったですが、今日はそう

ではないレースができたのはポジティブなところです。ふたつのレースで、チームに

とっても少し良い兆しが見えたと思いますし、テストでよりブラッシュアップして、

新たなアイデアを出すことができれば、さらに良いものにできると思います」

「第 10 戦では、レース前のレコノサンスラップで阪口選手の車両にエンジントラブ

ルがありましたが、グリッドでメカニックがしっかり対応してくれたおかげで第 12

戦の追い上げに繋がったと思います。その第 12 戦ではスタートで順位を下げてし

まったものの、ハイペースで挽回できたのが良かったですね。大湯選手は第 10 戦で

入賞できましたが、第 12 戦でも早めのピットで追い上げる作戦だったものの、バト

ルのなか接触でリタイアになってしまったのは残念でした。今季、チームとして団結

力も上がりましたが、勝つためにはまだ足りない部分があったので、来季に向けさら

に力をつけていきたいと思います。一年間応援いただきありがとうございました」
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リザルトRESULT
第 10 戦鈴鹿サーキット　決勝結果
Pos. No. Driver Car Engine Laps Total Time Gap

1 65 I. オオムラ・フラガ PONOS NAKAJIMA RACING SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 19 31'45.406

2 5 牧野任祐 DOCOMO DANDELION M5S SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 19 31'47.260 1.854

3 6 太田格之進 DOCOMO DANDELION M6Y SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 19 31'50.584 5.178

4 15 岩佐歩夢 AUTOBACS MUGEN SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 19 31'51.081 5.675

5 16 野尻智紀 AUTOBACS MUGEN SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 19 31'54.611 9.205

6 64 佐藤蓮 PONOS NAKAJIMA RACING SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 19 31'55.094 9.688

7 1 坪井翔 VANTELIN TOM'S SF23 TOYOTA/TRD 01F 19 32'05.940 20.534

8 39 大湯都史樹 SANKI VERTEX CERUMOINGING SF23 TOYOTA/TRD 01F 19 32'06.467 21.061

9 8 福住仁嶺 Kids com KCMG Elyse SF23 TOYOTA/TRD 01F 19 32'13.120 27.714

10 14 大嶋和也 docomo business ROOKIE SF23 TOYOTA/TRD 01F 19 32'17.380 31.974

11 38 阪口晴南 SANKI VERTEX CERUMOINGING SF23 TOYOTA/TRD 01F 19 32'18.384 32.978

12 12 三宅淳詞 ThreeBond SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 19 32'18.963 33.557

13 50 小出峻 San-Ei Gen with B-Max SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 19 32'20.075 34.669

14 3 山下健太 REALIZE Corporation KONDO SF23 TOYOTA/TRD 01F 19 32'22.042 36.636

15 7 小林可夢偉 Kids com KCMG Cayman SF23 TOYOTA/TRD 01F 19 32'22.670 37.264

16 28 小高一斗 KDDI TGMGP TGR-DC SF23 TOYOTA/TRD 01F 19 32'24.543 39.137

17 37 S. フェネストラズ VANTELIN TOM'S SF23 TOYOTA/TRD 01F 19 32'25.138 39.732

18 29 野中誠太 KDDI TGMGP TGR-DC SF23 TOYOTA/TRD 01F 19 32'26.432 41.026

19 20 高星明誠 ITOCHU ENEX WECARS TEAM IMPUL SF23 TOYOTA/TRD 01F 19 32'30.004 44.598

20 4 Z. オサリバン REALIZE Corporation KONDO SF23 TOYOTA/TRD 01F 19 32'30.911 45.505

21 19 O. ラスムッセン ITOCHU ENEX WECARS TEAM IMPUL SF23 TOYOTA/TRD 01F 19 32'33.499 48.093

22 10 Juju HAZAMA ANDO Triple Tree SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 19 32'36.565 51.159

以上完走
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リザルトRESULT
第 12 戦鈴鹿サーキット　決勝結果

ドライバーランキング（上位） チームランキング
Rank.	 No.	 Driver				    Total

1	 15	 岩佐歩夢				   124
2	 36	 坪井翔				    119.5
3	 6	 太田格之進			   118
4	 5	 牧野任祐				   113
5	 16	 野尻智紀				   94.5	
6	 65	 I. オオムラ・フラガ		  77.5
7	 64	 佐藤蓮				    56
8	 37	 S. フェネストラズ			   50
9	 8	 福住仁嶺				   39
10	 38	 阪口晴南				   38

12	 39	 大湯都史樹			   21.5

Rank.	 Team					     Total

1	 DOCOMO TEAM DANDELION RACING	  215
2	 TEAM MUGEN				     188.5
3	 VANTELIN TEAM TOM’S			    157.5
4	 PONOS NAKAJIMA RACING		   127.5
5	 Kids com Team KCMG			    61
6	 SANKI VERTEX PARTNERS CERUMO･INGING	 58.5
7	 KONDO RACING				    29.5
8	 docomo business ROOKIE			   19
9	 San-Ei Gen with B-Max			    5
10	 ThreeBond Racing			    1

Pos. No. Driver Car Engine Laps Total Time Gap

1 15 岩佐歩夢 AUTOBACS MUGEN SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 31 57'05.362

2 64 佐藤蓮 PONOS NAKAJIMA RACING SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 31 57'06.093 0.731

3 6 太田格之進 DOCOMO DANDELION M6Y SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 31 57'11.159 5.797

4 65 I. オオムラ・フラガ PONOS NAKAJIMA RACING SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 31 57'11.977 6.615

5 5 牧野任祐 DOCOMO DANDELION M5S SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 31 57'14.609 9.247

6 8 福住仁嶺 Kids com KCMG Elyse SF23 TOYOTA/TRD 01F 31 57'18.355 12.993

7 38 阪口晴南 SANKI VERTEX CERUMOINGING SF23 TOYOTA/TRD 01F 31 57'19.398 14.036

8 1 坪井翔 VANTELIN TOM'S SF23 TOYOTA/TRD 01F 31 57'22.568 17.206

9 50 小出峻 San-Ei Gen with B-Max SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 31 57'23.894 18.532

10 16 野尻智紀 AUTOBACS MUGEN SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 31 57'28.268 22.906

11 28 小高一斗 KDDI TGMGP TGR-DC SF23 TOYOTA/TRD 01F 31 57'28.928 23.566

12 37 S. フェネストラズ VANTELIN TOM'S SF23 TOYOTA/TRD 01F 31 57'32.969 27.607

13 20 高星明誠 ITOCHU ENEX WECARS TEAM IMPUL SF23 TOYOTA/TRD 01F 31 57'34.014 28.652

14 3 山下健太 REALIZE Corporation KONDO SF23 TOYOTA/TRD 01F 31 57'34.743 29.381

15 7 小林可夢偉 Kids com KCMG Cayman SF23 TOYOTA/TRD 01F 31 57'36.230 30.868

16 12 三宅淳詞 ThreeBond SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 31 57'38.581 33.219

17 4 Z. オサリバン REALIZE Corporation KONDO SF23 TOYOTA/TRD 01F 31 57'43.466 38.104

18 14 大嶋和也 docomo business ROOKIE SF23 TOYOTA/TRD 01F 31 57'44.644 39.282

19 19 O. ラスムッセン ITOCHU ENEX WECARS TEAM IMPUL SF23 TOYOTA/TRD 01F 31 57'44.863 39.501

20 10 Juju HAZAMA ANDO Triple Tree SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 31 57'47.056 41.694

以上完走

29 野中誠太 KDDI TGMGP TGR-DC SF23 TOYOTA/TRD 01F 10 18'16.331 21Laps

39 大湯都史樹 SANKI VERTEX CERUMOINGING SF23 TOYOTA/TRD 01F 9 16'03.508 22Laps


